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アリジゴクとして知られるウスバカゲロウの
幼虫は、アリなど巣に落ちた獲物を食べて
成長し、１～３年後に羽化して成虫になります。

植物や石の上でひなたぼっこをする姿がよく
見られます。よく似ているトカゲと見分ける
ポイントは、体表がざらざらしている点です。

４月に卵からふ化したと思われる幼虫です。
体長は ３ ｍｍほど。一般的には「ナナフシ」
とよばれていますが、実際は「ナナフシ」と
いう名前の昆虫はいません。

いきもの広場　毎週日曜日11:00～12:00　＊開催時間外はお入りいただけません。

今週の

ナナフシモドキ

いきもの広場は、動物園の中に作った「近所の自然」です。広場のなかに
は様々な環境や生き物と出会うための小さなしかけがたくさんあります。
本格的な春を迎え、広場はいきもので賑やかになってきました。

竹筒を新調したハチ宿で
は、さっそく入り口が泥
でふさがれた竹筒が見ら
れます。ドロバチのなか
まは、筒の内部に卵を生
みつけフタをしますが、
その際幼虫が食べるエサ
も一緒に入れておきます。
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ウスバカゲロウの幼虫の巣２

２

オオフタオビドロバチの巣？３

３ １

成虫の姿で冬を越した
キタキチョウは、これか
らネムノキやハギなどに
卵を生みつけます。　
そして春～夏にふ化した
幼虫は、成虫になって
も越冬をしない「夏型」
となります。

キタキチョウ

４ ニホンカナヘビ

５

５

昨年の秋に卵からふ化し
た幼虫は、土の下に深く
もぐり、冬を越します。
初夏にはさなぎになり、
夏には成虫が見られるよ
うになります。

カブトムシの幼虫４

３月おわり頃に卵からふ化しました。５月に
なると手足が生え、上陸すると思われます。
水面に落ちた虫や落ち葉などを食べて、ぐ
んぐん成長しています。

アズマヒキガエルの
　オタマジャクシ
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